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り，表現することを決定する構想へとつながるものとしてはたらく力である。何か

る時司美しいと感じたり興味吾持ったりする力も感性的な判断力といえるc またう表したいも

のに合わせて材料や用具，手段や方法を適切に選択する力であり 9 鑑賞D場では色や形から意味を感じ

取ったり，イメージしたことをもとにヲ表現0）意図や作者の意図そ読み取ったりフ友だちの言葉のよう

に自分にはたらきかけてくることに対してヲ理解したりー必要に応じて取捨選択したりする力であると

いえる。

「表現力」はヲ形や色を通して自分が昆たことや感じたことや表したいことを表す力でありヲ

作＠美術ではこれまで特に強調されてきた能力であり 9 教科の特性を強く主張するところである。

自分を去すことだけでなく，自分を他者や討会とつなぐ広義での「コミュニケーション能力」そのもの

であるといえる。

これらすべての能力は図画工作＠

戸、一』
ο

自らのイメージ

にはで日造形活動のイ;ojドイヒL,,は分断されることなく，

こおいて？子ども

どもの必要感

ども

と比

たらいていく力である。

e判断力⑨

図画工作＠美術科では，思考力む判断力⑩表現力を育てるために

体的に自分を表現したりつ互いを共感的に理解し合おうとしたりするわかり

に配慮しながら勺意図的，積極的に学習活動に位置づ、けていくことが大切であると考えている。

は自分の考えや追求の仕方などを積極的に表現し，伝えていくことができる。また，友だちのそ

さらによりよい追求の仕方を

びや生活の中で体験しながら，自分の願い，思い，考えを、確かにもち，それを表寸

カ仲間とともに造形選びゃ表現活動する喜びを昧わし＼体全体の感覚をはたらかせて身

近な素材や環境に触れラよさや美しさを素直に感じ取るとともにフ自分の願いや考えを

日付なりの表し万で伝える力

自分が集団や社会のー昌であるという自覚のもと，集匝や社会にはたらきかけること

もできる造形表現の構想を持ち9 その実現にむけて相互評価を取り入れウ習得Lた

しながら造形表現したりラその造形表現を基に発信したりする力
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見出したり句自分の考えを広け三深めていったりできると考える。

体験から感じ取ったことを表現すること 5 課題について構想を立て，実践し評価＠改善すること q

互いの考えを伝え合いかかわり合うことでつ自らの考えや集団の考えを発展させることにつながった。
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初等部後期
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そこで、具体的な「学びの姿」を次のよう

。体験から感じ取り，体験を活かして自分らしい

O互いの考えを伝え合い，自分や仲間

の11年間一貫して大事にして育てていきたいこと

①表現力としての「体験したことを活かして自分らしい表し般民する力」

叱部科学者から示さふてL、る「確かJ；て

iこ去すことを意同る。子ども一人ひ・とりがテーマをもち 9 用具や素材を選択活用し，自己実現の坊

としての作品を自分らしい表L方で平面や立体で表すことができる。このような子ども一人ひとりの必

に応じ時様店主が可能であることが図画工作引い耕地を特徴づけている。この豊かな

は時と Lて言語表現を捕ったり支えたりする。ま人二吉語活動を拠り所として，より豊かな

出す活動が「鑑賞活動」である。

カとしての「自分や友だちの取り組みや作品のよさを感じる

自分や友だちが造形表現する過程で見つけ出した表現のよさや，そのよさを支えている取り組みのよ

大会昆つけ出す力である。そのよさは会話や文章などの言語活動によって伝わり共有されること

一ーされ，評価されるo また，完臥た作品から表現のすばらしさに気づいたり，背景にある

文化，作者や時代の人々の生き方に触れたりすることができるo 表現と一体化l〆た「鑑貰活動」は

活動と深い関わりをもち相互に補完する関係にある。

2 昨年度まで

/ 1）子どもをとらえるという視点で取り組んだことからわかったこと

これまでの研究ではヲ幼1J＼中の11年間を見通した指導や題材の工夫をおこなってきた0 18年度は幼小

中一貫教育lこ向けて大切にしたいこととして9 幼児期ヲ小学校時期、中学校時期の子どもたちのくらし

ゃ学びをとらえQ それぞれの時期を円滑につなぐ共通の視点としてラ各学年の造形表現で出あわせたい

「もの。こと」を「各学年の活動事例集」としてまとめているc 昨年度は各領域と共通事項のから11年

聞を見通した「単元＠題材配列一覧表」を作成し，題材の見直しゃ指導方法の工夫をおこなった。

昨年度の研究では，子どもをとらえるとし、ぅ視点を次のようにし

①教育研究フψ ロックごとに思考力＠判断力＠表現力から子どもをとらえ9 11年間jの学びをつなぐ

②ものづくり構想に基づき，図画工作⑤美術科と技術科の学びの連結についてラ思考力。判断力。

力の視点から明らかにする

(i）体験したことから感じ取ヮたことや分かったことをもとに

とや課題につなげてv，くこと。
（辻）表したいことや課題についてヲ構想を立てて実践し，個人や集団で評価したり改善したりすることo

性心互いの考えを伝え合い，自らの考えや集団の考えを発展させヲそれらを活用しながら

とや課題に向かうこと。

両教科に通じて 「見る」「開く j「考える」「話す」力の墓駐をヲ言語で司

札児童＠生徒相互のかかわり合v，の力につながる資質や能力であると吉える。

に限らず， 1本備や活動の行為そのものを通して実感を伝える場合もある。
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美術の特徴として指先や体全体を使って周囲の環境や材料や用異の体験をしながら，試行錯誤をくり返

し，作りたいものにせまる活動は造形表現活動の基礎的・基本的な部分である。その上に立ち，棺手に

自分の意図を伝えるという活動を充実させていくことにより，自ずと自身の意図は明らかになり，新た

な表現の可能性を発見するに至ると考える。さらに，個人思考では得難い経験が他者と深くかかわり合

うことによって蓄積され，思考力・判断力・表現力は相互に作用し，より効果的に高まり，培われてい

くと考える。

①学級全員で学び合う場面を大切にする授業の枠組みを工夫する

新学習指導要領で述べられている「言語活動の充実（相互に評価，論述すること）」は図商工作・美術

においても大事にしたい。「言語活動」を通じて思考力・判断力・表現力等の育成を考える時，図画工

作・美術では表現や鑑賞の学習活動の中では，「見る」「聞く」「考える」「話すj力の基盤について言語

活動を通して育成することである。また，図画工作・美術での「話す」事に関しては，漠然としている

ことを色や形を手かがりにして，また，（〔共通事項〕に関わって）図やイラストに整理しながら，また

は，動作を伴って伝えるという事があり，その行為によって次第に考えがまとまったり，新たな発見を

得たり，言葉以上に意図が伝わったりすることがある。

造形体験や試行錯誤の活動から見出された一人ひとりの考えや追求の仕方を，学級全体の場に出し合

い，共通の視点に基づいてその造形表現のよさや追求の仕方のよさを学び合う。また，子どもたちが出

し合い，学び合うことで，自らの追求の深め，意欲を高める中で見出したよさを，子ども一人ひとりが

自身の造形表現に取り込むことができるように，整理し，広げたり，深めたりできるような工夫を教師

のはたらきかけとして行う。

表現と鑑賞の活動の中で，題材や活動をもう一度見直し，児童が友だちと関わる場面や教師が児童と

かかわり合う場面において，はたらきかけたりまかせたりするねらいを明確に位置づけることが大切で

あると考えた。

体験から感じ取ったことを表現すること，課題について構想を立て，実践し，評価・改善すること，

互いの考えを伝え合い，自らの考えや集団の考えを発展させることを，学習活動の中に明確に位置づけ

て展開させていきたい。

② 教師のはたらきかけのあり方

( i ）互いの造形表現のよさ追求の仕方のよさを伝え合い，学びを深めたり広げたりする「わかり合い

の場jを工夫する。

（註）自分の追求の深まりや広がりに気づかせ，以後の学習ゃくらしにつなげていくようにする「ふり

かえりの場」を工夫する。

（溢）「わかり合う場」と「ふりかえりの場」を連動させることにより，主体的な学びの姿を自覚させる。

子どもが互いのよさを認め合い，自分の造形表現に生かすことで，子どもが互いの学び、をつなぐこと。

また，その学び合いの中で，子どもが連続した自分の造形表現の過程で，試し，見直し，工夫改善し，

次の造形表現に発展させるといった，自らの学び、につなぐことができるようにする。

そのために，子どもの主体的な学びにまかせきるのではなく，時に，子どもが表そうとしている造形

表現について背景を問いかけたり，考えを掘り起こしたりすることで，表したいことを確かめたり，そ

の他の可能性に気づかせたりする。子どもの学びのよさを認めたり，作品を見る視点を提案したりする

など，適切にはたらきかけることにより，子どもの感性をゆさぶり，より深く考えたり，多角的に視点

を拡げることができるように，一人ひとりの学びの場や学級全体で学び合う場を活性化させる工夫をし

たい。 （文責三桐摂夫）
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l函画工作・美術実践事例 iI 

造形体験の中で得たことを友だちと共有しながら，表現の追求ができる子どもの育成

小学2年「かざして・うつして・きらめいて 影にうつしたときに すてきに見える窓をつくろう」の実践から

授業の構想

( 1）子どものとらえについて

低学年の子どもたちは，図工の時間に限らず，絵を描いたり，物を作ったりすることを楽しんでいるn

2年生の子どもたちも物をつくることが大好きで積極的に活動に参加する姿が見られる。 2年生はこ九

まで身近な素材を使って製作・造形活動を行っている。また，クレヨン・クレパス，クーピーや絵の具

で思いっきり描いたり，粘土で動物をつくったりなどしている。ー学期では，段ボールを加工したもの

に自分の顔を描いたり，班でテーマを決めて粘土作品を製作したりしている。粘土でパーティーへ行く

動物を作る活動では「とらがぼうしをかぶっているといいなと思ってぼうしをつけたよ」といったテー

マに向けてこうしたいと思い製作をする姿が見られるo また，「そのもょうはどうやってつけたの？」

という質問をしたり，「ケースにおしつけたらできたよ」と方法を教えたりという姿が見られる。近く

の友だちと会話をする中で，友だちの考えを取り入れたり，作り方を教えたりする姿や，班での活動に

なると班の仲間と相談しながら，一つの作品を作り上げることもできる。しかし，作りたいもの，表現

したいものをどういった方法で製作すればいいのか表現に困る子どももいる。そういった子どもにも自

分の発見や気づきを伝えたり，友だちの考えや方法を聞いたりする中で，自分の求める表現を見つけ，

追求することができるようになってほしいと考えている。

(2）本題材の目標や内容と図画工作・美術科で考える思考力・判断力の育成との関わりについて

図画工作科では，造形活動や鑑賞活動を通して自分や他者の思いをつかみ伝え合う学び合いの中で

自分らしい表現を追求する姿を育てることに重点を置いているo 本題材は，影を映した時に，「きれい

だな」「おもしろいな」と思える窓を製作する活動である。影の形ゃ，透過光による影（光）に色をつ

けることを通して，自分の作品と向かい合ったり，学級全体での学ひや合いを取り入れたりすることで目

的に応じた自分なりの窓を製作することをねらいとしている。

本題材では，形や色を考える際に試行錯誤したり，友だちの様子を知ったりすることで自分がっくり

出したいものはどうすれば表現できるのか，思考し判断することができることをめざしている。さらに

自分の気づきを発表することで，改めて自分の体験を整理することや，友だちに伝わるにはどう表現す

ればいいのか言語活動の面においても表現する力が身に着くと考えている。また，光を用いた造形活動

にすることで，影という身近な自然現象にふれ，普段の生活に隠れているおもしろさや，美しさを感じ

取り表現することができると考えている。

(3) 11年間で育てる思考力・判断力・表現力の育成に関する学び合いの場面の構想について

思考力・判断力・表現力を育成していくために，本題材では，窓を製作していく過程で，子どもの気

づきが生まれるよう，試しとして製作途中の物を実際映してみるという時聞を設けたo つくっている時

には気づかなかったことにも目がいきより作品への追求が深まったり，完成への意欲づけになったりす

ると考えた。さらに，試すという経験を繰り返す中で，気づいたことを全体に発表する時間を授業の中

に設定するように考えたo 発表という一人ひとりの考えや気づきを学級全体の場で出し合うことで，他

者の考えや追求を知ることができるo 友だちの気づきや考えを知るとことで，自分の作品に取り入れる

姿が見られ，学び合いの場となるのではないかと考えるからである。意見や気づきの共有化を行うこと

で，白分の表現方法の幅を広げることができ，そこから自分の求める表現にはどういった方法がいいの




